
批

評
・
紹

介

大

庭

惰

著

秦
漢
法
制
史
の
研
究

堀

毅

著
者
の
大
庭
衛
氏
は
、
改
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く
、
漢
代
史
研
究
!
と

り
わ
け
居
延
漢
衡
|
の
研
究
者
と
し
て
一
一
良
く
知
ら
れ
て
い
る
方
で
あ
る
。

氏
の
研
究
は
、
ま
ず
、
一
九
五
二
年
稿
「
材
官
致
」
を
も
っ
て
世
に
関
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
西
嶋
定
生
氏
を
し
て
H

名
篇
H

と
許
せ
し
め

た
ほ
ど
水
準
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
(
『
史
皐
雑
誌
』
六
回
|
五
〉
爾
後
三
十

年
、
氏
の
研
究
は
主
と
し
て
漢
衡
研
究
に
向
け
ら
れ
、
勢
総
・
陳
直
・
宮

-E1

0
d
q
o

・
森
鹿
三
・
永
田
英
正
等
の
諸
氏
と
並
ん
で
、
皐
界
に
お
け
る
指
導
的
役

割
り
を
果
し
て
い
る
。

ま
た
、
氏
一の
研
究
は
、
貌
菅
南
北
朝
か
ら
唐
に
わ
た
る
幅
庚
い
研
究
や
、
『
親

貌
倭
王
』
『
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
し
書
の
研
究
』
等
の
著
書
に
よ
っ

て
も
知
ら
れ
る
と
お
り
日
中
関
係
突
に
ま
で
及
び
、
東
洋
皐
全
般
に
謝
す
る
造

詣
の
深
さ
が
知
ら
れ
る
。

さ
て
、
本
書
は
、
各
末
の
「
書
後
私
霊
巴
に
記
さ
れ
る
如
く
、
氏
の
厚
位
論

文
(
関
西
大
摩
文
亭
部
〉
で
あ
り
、
一
九
五
三
年
以
後
世
に
問
わ
れ
た
秦
漢
史

研
究
の
集
成
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
は
、
紙
屋
正
和
氏
の
言
ハ
「
害
後
私
語
」
〉
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を
借
り
る
ま
で
も
な
く
、

H

一
日
も
早
く
一
書
に
ま
と
め
て
刊
行
し
て
ほ
し
い
H

と
い
う
要
婆
を
皐
界
内
に
喚
起
せ
し
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
氏
は
、

六
年
に
及
ぶ
文
皐
部
長
・
問
書
館
長
と
い
う
皐
内
の
要
職
に
お
け
る
激
務
の
傍

ら
、
本
著
を
ま
と
め
ら
れ
、
も
っ
て
皐
界
の
期
待
に
態
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、

現
在
、
中
園
に
お
い
て
も
、
本
著
の
謬
出
が
進
め
ら
れ
、
中
園
語
版
『
秦
漢
法

制
史
之
研
究
』
が
上
梓
さ
れ
る
の
も
近
い
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。

、

ー一

き
て
、
本
著
の
紹
介
に
入
る
ま
え
に
、
著
者
の
H

法
制
史
μ

に
削
到
す
る
概
念

規
定
を
紹
介
し
て
お
き
わ
い
。
か
つ
て
、
評
者
は
手
稿
の
「
秦
漢
法
制
史
参
考

文
献
目
録
」
な
る
!も
の
を
著
者
に
途
付
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
折
「
法

制
史
と
は
、
法
律
史
と
制
度
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
制
度
史
に
関

す
る
も
の
も
併
せ
て
網
羅
す
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
返
信
を
頂
戴
し
た
。
H

法

制
史
H

に
関
す
る
著
者
の
と
ら
え
方
は
、
ま
さ
に
的
確
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
、

著
者
の
定
義
に
よ
る
H

法
制
史
H

と
H

法
律
史
或
は
法
史
H

を
峻
別
し
な
い
で

用
い
る
こ
と
も
庚
く
な
さ
れ
て
い
る
。
(
例
・
『
新
法
律
皐
僻
典
』
有
斐
閣
刊
、

で
は

-om
同ご
H
E
o
q
-
M
N
2
7
g
m叩
臼

n
z
n
y
g
に
嘗
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
法

の
歴
史
又
は
こ
れ
を
究
明
す
る
皐
問
H
法
史
風
ア
を
い
う
、
と
あ
り
、
著
者
の

所
属
A
Y
る
法
制
史
皐
舎
の
園
際
的
名
稽
は

C
m曲目
一田町内
o
q
〉
Z
D
n
E
Zロ
と

な
っ
て
い
る
〉
こ
う
し
て
み
る
と
H

法
制
史
ゲ
に
は
H

法
律
と
制
度
の
歴
史
H

と
い
う
庚
義
に
お
け
る
解
穣
と
H

法
の
歴
史
H

と
い
う
狭
義
の
解
樟
が
あ
る
と

言
え
よ
う
。
著
者
は
、
右
の
庚
義
の
認
識
に
た
ち
な
が
ら
、
秦
漢
法
制
史
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
本
箸
の
構
成
は
、
単
に

H

法
の
歴
史
H

に
止
ま
ら

ず
、
庚
く
制
度
史
一
般
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
も
附
言
し
て
お
き
た
い
。

そ
こ
で
、
本
著
の
構
成
を
み
る
と
、
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第

一

篇

序

論

第
一
章
律
令
法
箆
系
の
皿
変
遷
と
秦
漢
の
法
典

第
二
章
漢
王
朝
の
支
配
機
構

第
二
篇
律
に
関
す
る
研
究

第
一
章
雲
夢
出
土
竹
書
秦
律
の
概
観

第
二
章
簡
練
中
の
漢
律
令
伏
文

第
三
章
漢
律
に
お
け
る
「
不
道
」
の
概
念

補
論
漢
簡
に
み
え
る
不
道
犯
の
事
例

第
四
章
漢
の
後
遺
刑

第
三
篇
令
に
関
す
る
研
究
|
|
漠
代
の
立
法
手
績
と
令
|
|

第
一
章
漠
代
制
詔
の
形
態

第
二
章
居
延
出
土
の
詔
書
加

第
三
章
居
延
出
土
の
詔
書
断
簡

第
四
章
史
記
三
王
世
家
と
漢
の
公
文
書

第
五
章
「
制
詔
御
史
長
沙
王
忠
其
定
著
令
」
に
つ
い
て

第
六
章
漢
代
の
決
事
比
試
論

第
四
篇
官
僚
制
度
に
関
す
る
研
究

第
一
章
前
漢
の
附
府
軍

第
二
章
後
漢
の
将
軍
と
持
軍
仮
節

第
三
章
漢
の
中
郎
終
・
校
尉
と
貌
の
率
善
中
郎
終
・
窓
善
校
尉

第
四
章
漢
の
脅
夫

第
五
章
漢
の
官
吏
の
衆
任

第
六
章
漢
代
に
お
け
る
功
次
に
よ
る
昇
進

第
七
章
漢
代
官
吏
の
勤
務
と
休
暇

第
五
篇
公
文
書
に
関
す
る
研
究

第
一
牽
漢
代
の
関
所
と
パ
ス
ポ
ー
ト

第
二
章
委
書
考

補
論
居
延
新
出
「
侯
粟
君
所
責
怠
恩
事
」
筋
書
|
|
委
書
考
補
|
|

書
後
私
語

と
な
る
が
、
第
二
篇
に
関
連
し
て
は
①
「
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
出
土
の
竹
書
秦
代

法
律
資
料
」
(
法
制
史
筆
舎
総
曾
夜
表
要
旨
、
一
九
七
七
年
四
月
一
一
一
日
、
『
法
制

史
研
究
』
二
八
税
所
牧
)
②
「
雲
夢
秦
衡
に
関
連
し
て
」
(
『
東
方
』
二

O
鋭、

一
九
人
二
年
三
月
〉
が
あ
り
、
第
三
篇
に
関
連
し
て
①
「
居
延
漢
衡
の
集
成

|
|
文
書
を
中
心
に
」
〈
昭
和
五
四
年
度
東
洋
史
研
究
舎
大
舎
後
表
要
旨
、
一
九

七
九
年
一
一
月
一
一
一
日
)
②
「
『
居
延
漢
側
甲
乙
編
』
の
出
版
と
漢
筒
研
究
」
(『東

方
』
二
二
務
、
一
九
八
二
年
七
月
)
が
あ
り
、
第
四
篇
に
関
連
し
て
①
「
材
官

放
|
|
漢
代
の
兵
制
の
一
班
に
つ
い
て
|
|
」
(
『
龍
谷
史
壇
』
=
一
六
続
、
一
九

五
二
年
二
月
)
②
「
漢
代
官
吏
の
僻
令
に
つ
い
て
」
(
『
関
西
大
畢
文
皐
論
集
』

十
巻
一
一
腕
、
一
九
六

O
年
〉
③
「
西
域
出
土
の
漢
代
木
簡
」
〈
『
毎
日
新
聞
』
全

図
版
畢
護
側
、
一
九
七
八
年
四
月
一
一
日
〉
④
『
木
簡
』
(
畢
生
社
、
一
九
七
九

年
三
月
)
が
あ
り
、
研
究
史
と
し
て
①
「
開
峨
研
究
文
献
目
録
」
(
『
史
泉
』
一
一

二
勝
、
一
九
六
一
年
十
月
〉
②
「
中
園
出
土
筒
照
文
献
目
録
」
(
『
関
西
大
皐
文

皐
論
集
』
ニ
入
品
位
四
鋭
、
一
九
七
九
年
三
月
)
③
「
中
園
筒
服
研
究
の
現
状
」

(
『
木
衡
研
究
』
創
刊
鋭
、
一
九
七
九
年
一
一
月
〉
④
「
出
土
文
物
に
よ
る
最
近

の
秦
漢
史
研
究
」
(
『
唐
代
史
研
究
曾
報
告
』
第
四
集
、
一
九
八
二
年
五
月
〉
な

ど
が
あ
る
の
で
本
著
と
併
せ
て
参
閲
し
て
お
く
こ
と
が
掌
一
王
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
著
は
、
著
名
に
あ
る
如
く
秦
漢
時
代
を
封
象
と
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
内
容
的
に
は
漢
代
史
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
秦
代
史
の
占
め
る
比

重
は
比
較
的
小
さ
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
著
者
の
研
究
が
主
と
し

て
漢
衡
の
上
に
お
か
れ
、
そ
の
後
、
誰
も
が
漁
期
し
て
い
な
か
っ
た
秦
衡
の
出
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土
と
い
う
衝
撃
的
な
事
が
t

ら
が
、
民
の
関
心
を
秦
代
史
の
分
野
に
向
わ
せ
た
こ

と
に
よ
る
。
し
か
し
、
本
書
の
特
徴
と
し
て
は
、
著
者
自
ら
簡
順
研
究
者
と
認

め
て
い
る
ご
と
く
、
主
主
し
て
今
世
紀
に
褒
見
さ
れ
た
簡
膿
類
を
論
擦
に
用
い

て
、
公
文
書
の
本
質
に
つ
き
濁
立
し
た
篇
章
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
奉
げ

ら
れ
よ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
本
著
に
お
け
る
研
究
に
は
在
来
の
諸
研
究
と
は

越
を
異
に
し
た
斬
新
性
が
十
分
に
裂
揮
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
本
箸
の
構
成

を
表
に
示
し
て
み
る
と
、

漢 秦 男
2-2 2-1 

2-3 (1-1， 律

2-4 は秦漢

3-1 時代に
令

わたる〉3-6 

1-2 

/ 制4-1 

度4-7 

ヤ/文5-3 
補 書

章第但
を一二し
刀可肩

す第2-1
ーは

513 

と
な
り
、
こ
こ
に
改
め
て
本
書
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

さ
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
通
例
に
従
っ
て
篇
自
の
順
に
よ
っ
て
逐
一
論
-
評
を

加
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
が
、
本
著
が
奮
稿
の
集
成
で
、
あ
る
も
の
は
稿
成
り

て
既
に
三
十
年
を
経
て
お
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
近
年
出
土
の
秦
簡
・
漢
衡
に

よ
り
増
補
・
追
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
一
章
を
均
し
く
論
じ
る
こ
と
は
意
義

が
少
な
い
と
思
え
る
の
で
、
本
許
で
は
、
次
の
手
繍
き
に
よ
り
論
評
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
す
る
。
川
刊
嘗
稿
の
多
く
に
つ
い
て
は
、
既
に
専
家
に
よ
り
論
評
な

ど
が
ー加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
典
擦
を
箇
僚
に
一
示
す
こ
と
と
す
る
。
伸
一

九
五

O
年

i
六
0
年
代
に
著
さ
れ
た
蓄
積
の
中
に
は
、
新
た
に
出
土
し
た
文
物

に
よ
っ
て
改
め
て
注
目
さ
れ
て
き
た
問
題
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ

ら
に
j

制到し
-て
は
論
評
の
封
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
、

ωに
よ
り
既
に
尊
家
に
よ
る
論
評
類
を
示
す
と
、

〔
封
臆
論
文
〕

凶
コ
一

l
一
一
一
」
(
第
二
篇
第
三
章
に
お
け
る
論
考
を
示
す
。
以
下
同
じ
〉
|
|

①
戴
炎
輝
「
唐
律
十
悪
之
糊
源
」
(
『
中
園
法
制
史
論
文
集
』
中
園
法
制
史

皐
曾
出
版
委
員
舎
、
一
九
八
一
年
、
蓋
北
〉
②
若
江
賢
一
ニ
「
漢
代
の
『
不

遁
』
罪
に
つ
い
て
」
〈
『
歴
史
に
お
け
る
民
衆
と
文
化
|
|
酒
井
忠
夫
先
生

古
稀
祝
賀
記
念
論
集
|
|
』
一
九
人
二
年
、
所
牧
〉

凶
コ
ニ
|
六
」
|
|
滋
賀
秀
三
「
武
威
出
土
王
杖
十
衡
の
解
稗
と
漢
令
の
形

態
|
|
大
庭
倫
氏
の
論
考
を
讃
み
て

|
l」
ハ
『
園
家
皐
舎
雑
誌
』
第
九

o

te三
・
四
続
、
一
九
七
七
年
三
月
〉

附
「
四
|
四
」
|
|
①
高
憧
「
沓
夫
鉾
正
1

1
讃
雲
夢
秦
筒
札
記
」
(
『
法
皐

研
究
』
一
九
八

O
年
三
期
〉
②
堀
毅
「
秦
漠
時
代
の
沓
夫
に
つ
い
て
|
|

『
漢
書
』
百
官
表
と
雲
夢
秦
衡
に
よ
る
一
考
察
」
(
『
史
滴
』
ニ
鋭
、
一
九

八
一
年
三
月
〉

〔
書
評
〕
〈
但
し
、
『
法
制
史
研
究
』
↓
『
法
』
、
『
史
皐
雑
誌
』
回
顧
と

展按一

τ『
史
』
と
略
稽
す
)

山
「
二
|
一
ニ
」
|
|
①
滋
賀
秀
一
一
一
『
法
』
九
務
、
②
宇
都
木
章
『
史
』
一
九

五
七
年
度
。

凶
「
ニ

l
四
」
|
|
滋
賀
秀
一
一
一
『
法
』
九
続
。

間
コ
一
ア
l
四
」
|
|
五
井
直
弘
『
史
』
一
九
六
三
年
度
。

凶
「
三
|
五
」

1
1
1
中
村
茂
夫
『
法
』
一
七
続
。

同
コ
ニ
|
六
」
|
|
奉
日
井
明
『
史
』
一
九
七
七
年
度
。
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附
「
四
|
ご

1
1尾
形
勇
『
史
』

一
九
六
八
年
度
。

間
「
四
|
一
一
」
|
|
布
目
潮
楓
『
法
』一一一

一時

間
「
四
|
一
一
一
」
|
|
①
布
目
湖
沼
『
法
』

三
ニ
続
。
②
尾
形
勇
『
史
』
一
九

七
二
年
度
。

問
「
四
1

四
」
|
|
五
井
直
弘
『
史
』
一
九
五
五
年
度
。

刷
「
五
|
一
一
」
|
|
布
目
潮
楓
『
史
』
一
九
五
九
年
度
。

凶
「
五
|補
」
|
|
①
太
田
幸
男
『
史
』
一
九
八
一
年
度
。
②
永
田
英
正

『
法
』
三
二
抗
。

〔
外
園
文
に
よ
る
紹
介
〕

山
コ
一
l
l

ご
挑
鑑
・
王
家
碕
『
《
雲
夢
出
土
竹
書
秦
律
的
研
究
》
衡
介
』

〈
『
中
園
歴
史
博
物
館
館
刊
』
一

九
八
一
年
)

の
ご
と
く
で
あ
る
。
次
に
伺
に
よ
り
、
若
干
の
問
題
勲
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

四

第
一
筋
第
一
章

「
律
令
法
陵
系
の
鑓
遷
と
泰
漢
の
法
典
」
に
お
い
て
「
貌
に

お
い
て
は
法
典
『
法
経
六
篇
』
を
編
纂
し
、
正
文
は
H

法
H

と
よ
ぴ
、

追
加
法

を
H

律
H

と
呼
ん
だ
。
秦
で
は
正
文
の

H

法
H

を
H

律
H

と
改
め
、
遁
加
法
も

ま
た
H

律
H

と
よ
ん
だ
。
漢
は
秦
の
六
律
と
、
追
加
法
の
諸
H

律
H

を
緩
承

し
、
た
だ
追
加
法
の
諸
H

律
H

の
中
か
ら
三
篇
を
編
纂
し
て
正
律
に
加
え
『
九

牽
律
』
と
し
た
が
、
残
り
の
諸
H

律
μ

も
そ
の
ま
ま
綴
承
し
た
。
漢
に
入
っ

て
か
ら
の
迫
加
法
は
律
に
追
加
し
た

も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
H

令
u

と

呼
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ

秦
令
の
存
否
が
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら

漢 秦 貌

律
正

律 法
文

律 這
律

令 律 カ日
令 ? 、、J 法

か
で
な
い
」
と
戦
園
か
ら
秦
漢
に
至
る
法
源
史
に
つ
い
て
ま
と
め
る
が
、
こ
れ

を
表
記
す
る
と
上
の
と
お
り
と
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
右
結
論
に
お
い
て
は
、
問
題
と
す
べ
き
慰
は
少
く
な
い
。
そ
の

一は、

「秦
で
は
正
文
の

H

法
H

を
H

律
H

と
改
め
」
た
と
あ
る
が
、
管
見
の

及
ぶ
限
り
で
は
、
秦

(
一商
秩
)
が
法
を
律
に
改
め
た
と
い
う
根
擦
は
『
唐
律
疏

議
』
及
び
『
唐
六
典
』
注
で
あ
る
が
、
そ
の
記
事
に
は
賃
設
的
な
裏
づ
け
が
な

く
、
『
法
経
』
に
お
け
る
法
と
い
う
僻
句
か
ら
導
き
出
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
即
ち
、
『
唐
律
疏
議
』
よ
り
前
に
編
纂
さ
れ
た
『
耳
百
書
』
刑
法
士
山
に
は
、

『
法
経
』
の
篇
目
と
し
て

「雑
律
」「
具
律
」
等
の
名
穐
か
見
え
、『
唐
律
疏
議
』

等
と
の
開
に
組
問
か
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
時
代
匿
分
を
貌
↓
秦
↓
漢

と
し
て
い
る
が
、
一
商
戦
の
時
代
の
秦
と
、
始
皇
帝
に
よ
る
統
一
後
の
秦
と
は
統

治
形
態
が
大
幅
に
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

も
、
始
皇
二
六
年
の
統
一
の
年
に
「
法
令
由

一
統
」
「
令
気
詔
」
と
あ
り
、
統

一
-を
境
に
し
て
「
詔
を
も
っ
て
令
に
お
き
か
え
た
」
と
い
う
一
大
改
制
が
な
さ

れ
た
と
あ
る
。
第
三
に
、
「
秦
令
の
存
否
が
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
い
」

と
し
な
が
ら
も
、
「
雲
夢
秦
衡
に
は
、

H

秦
H

令
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
注

目
す
べ
き
黙
で
あ
る
」
と
、
秦
令
な
る
も
の
の
存
在
に
消
極
的
な
見
解
を
示
し

て
い
る
が
、
右
の
ご
と
く
『
史
記
』
に
は
H

泰
代
の
令
μ

な
る
も
の
が
確
と
認

め
ら
れ
る
。
『
史
記
』
の
記
事
を
ど
の
様
に
扱
う
か
は
、
も
と
よ
り
研
究
者
の

裁
量
に
ま
か
さ
れ
る
事
項
で
あ
る
が
、
『
唐
六
典
』
注
を
そ
の
ま
L

法
源
史
に

反
映
さ
せ
る
と
い
う
方
法
が
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、『
史
記
』
に
針
し
て
も
何

ら
か
の
コ
メ
ン
ト
を
な
す
べ
き
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
秦
衡
を

一
た
び
繕

け
ば
、
泰
代
に
令
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
誼
さ
れ
る
。
即
ち
、
秦
衡

「語

審
」
に

「今
法
律
令
己
具
失
」
と
、「
法

・
律
・
令
」
の
名
が
見
え
、
さ
ら
に

「
同
篇
」
に
「
犯
法
L

に
謝
す
る
「
犯
令
」
が
み
え
、
ま
た
、
「
秦
律
十
八
種
」
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倉
律
に
は
「
城
且
気
安
事
而
盆
其
食
、
以
犯
令
律
論
吏
主
一
者
」
と
あ
り
、
問
、

金
布
律
、
「
秦
律
雑
抄
」
に
は
、
「
不
如
律
」
に
劉
す
る
「
不
如
令
」
が
あ
る
ご

と
く
、
律
と
令
の
取
り
扱
い
に
は
何
ら
か
の
区
別
か
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

し
て
、
「
語
書
」
に
は
「
回
令
」
な
る
名
稽
も
確
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
秦

衡
に
見
ら
れ
る
「
令
」
は
、
さ
き
の
『
史
記
』
に
見
ら
れ
る
「
令
」
と
は
や
や

性
質
を
異
に
す
る
様
で
あ
る
が
、
「
不
従
令
」
(
六
例
〉
、
「
不
如
令
」
(
二
例
〉

か
ら
見
て
、
そ
の
性
格
は
一
般
凡
人
を
劉
象
と
す
る
刑
罰
規
定
と
い
う
よ
り
、

官
吏
の
職
務
上
の
庭
罰
規
定
と
い
う
性
質
を
帯
び
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
篇
第
一
章
「
雲
夢
出
土
竹
書
秦
律
の
概
観
」

ま
ず
、
竹
書
秦
律
の
律
名
と
し
て
、
回
律
・
倉
律
な
ど
と
並
ん
で
H

工
人
程

律
民
な
る
律
名
を
掲
げ
て
い
る
貼
を
と
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
の
黙
に
関
し
て

は
、
著
者
が
、
一
九
七
七
年
四
月
三
日
、
法
制
史
皐
禽
(
於
明
治
大
皐
)
に
お

い
て
渓
表
し
た
際
、
評
者
が
つ
工
人
程
H

の
程
は
、
式
・
科
な
ど
と
並
ん
で

法
源
の
一
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

H

工
人
程
律
u

と
す
る
の
は
不
遁
営

で
は
な
い
か
」
と
質
疑
を
な
し
た
こ
と
が
あ
る
。
私
見
の
根
擦
は
的
漢
代
に

「
品
式
」
「
章
程
」
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
。
(
沈
家
本
『
漢
律
探
遺
』
巻

て
参
照
〉
伺
秦
節
「
秦
律
十
人
種
」
金
布
律
に
「
布
悪
、
其
庚
表
不
如
式
者
、

不
行
」
と
あ
る
「
式
」
な
る
法
源
が
貧
在
す
る
。
付
『
墨
子
』
備
蛾
俸
に
「
後

上
先
断
、
以
盛
岡
法
程
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

因
み
に
、
そ
の
後
出
版
さ
れ
た
陸
虎
地
秦
墓
竹
筒
整
理
小
組
編
、
筒
袈
本
で

も
、
翠
に
「
工
人
程
」
と
し
、
敢
え
て
「
律
」
を
加
え
る
手
繍
き
を
と
っ
て
い

な
い
。
次
に
と
り
上
げ
た
い
の
は
、
「
従
来
秦
の
律
は
一商
一
秩
の
六
律
の
み
の
よ

う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
常
識
が
く
つ
が
え
さ
れ
た
。
秦
の
律
は
六
律
以
外
に
も

あ
っ
'た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
漢
律
の
場
合
に
、
粛
何
の
九
章
律
以
外
の

律
の
存
在
す
る
の
と
同
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
・あ
る
箇
所
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
秦
の
法
は
六
律
で
あ
っ
た
こ
と
は
漢
の
法
が
九
章
律
か
ら
成

る
と
同
様
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
漢
に
は
九
章
律
以

外
に
も
金
布
律
・
国
律
な
ど
の
諸
律
が
並
存
し
て
い
た
こ
と
も
周
知
の
事
が
ら

で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
秦
に
も
そ
れ
ら
に
相
営
す
る
律
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

と
こ
そ
、
常
識
的
な
見
解
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
b

こ
の
こ
と
は
、
現
代
に
お

け
る
H

六
法
u

以
外
の
行
政
法
・
経
済
法
な
ど
も
、
い
わ
ゆ
る
『
六
法
全
書
』

の
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
準
じ
て
お
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
著

者
は
、
墨
田
書
』
刑
法
士
山
に
お
け
る
「
漢
承
秦
制
、
粛
何
定
律
、
除
参
夷
連
坐

之
罪
、
種
部
主
見
知
之
僚
、
会
事
律
輿
厩
戸
一
一
一
篇
、
合
宿
周
九
篤
」
と
あ
る
記
事

の
重
要
性
を
強
調
し
つ
つ
、
「
驚
何
は
こ
こ
に
出
現
し
た
回
律
以
下
の
諸
律
か

ら
、
ー
ー
も
と
よ
り
こ
こ
に
名
の
見
え
な
い
同
様
の
性
質
の
秦
律
が
他
に
あ
っ

た
か
ら
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
|
|
共
通
の
規
定
を
整
理
編
纂
し
て
興
、
陵
、
戸

律
の
三
篇
を
ま
と
め
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
そ
の
他
の
秦
律
を
廃
止
し
た

の
で
は
な
く
、
三
篇
に
入
ら
ぬ
律
は
そ
の
ま
ま
縫
承
し
た
の
で
は
な
い
か
。
秦

律
が
そ
の
ま
ま
漠
初
に
縫
承
さ
れ
た
例
置
の
一
つ
は
、
恵
一
帝
の
四
年
に
挟
書
律

を
除
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
を
述
べ
る
が
、
こ
の
貼
に
お
い
て
も
若
干
の

問
題
は
残
さ
れ
る
。
そ
の
一
は
、
秦
律
十
八
種
等
の
諸
律
が
そ
の
ま
ま
漢
-
初
に

縫
承
さ
れ
た
と
あ
る
が
V

こ
の
中
に
は
著
者
の
い
う
H

工
人
程
律
H

な
る
も
の

も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
ーと
い
う
黙
で
あ
る
。
そ
の
こ
は
、
「
挟
書
律
」
を
盗
律

な
ど
と
同
様
の
律
目
と
し
て
い
る
が
、
律
の
つ
く
僻
句
の
す
べ
て
を
篇
目
を
表

す
も
の
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
卸
ち
、
的
『
漢
書
』
刑
法
士
山
に
「
蜜
除

牧
律
、
相
坐
法
」
と
あ
り
、
制
『
耳
目
書
』
刑
法
志
に
「
故
設
遁
匿
之
科
、
著
知

縦
之
律
」
と
あ
り
、
付
『
貌
書
』
刑
罰
志
に
「
天
下
鷲
得
不
疑
赦
律
乎
」
と
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は

ω
H牧
卒
に
関
す
る
規
定
(
牧
律

Y
制

H役
人
に
よ
る
犯

罪
に
射
す
る
故
意
の
見
逃
し
ハ
知
縦
之
律
Y
村
H

恩
赦
に
関
す
る
規
定
ハ
赦
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律
Y
と
解
す
べ
き
で
、
漢
の
盗
律
な
ど
と
は
根
本
的
に
質
を
異
に
し
て
い
る

と
い
う
貼
に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
如
く
、
秦
律
か
ら

漢
律
へ
の
縫
承
に
射
す
る
著
者
の
見
解
は
容
易
に
成
り
立
ち
難
い
と
い
え
よ

K1''

。第
五
篇
第
二
牽
「
委
書
考
」

こ
の
篇
は
、
著
者
の
濁
撞
場
で
評
者
な
ど
の
立
ち
入
る
除
地
な
ど
殆
ん
ど
な

い
が
、
た
だ
一
貼
「
委
書
」
の
解
緯
に
制
到
す
る
問
題
黙
を
呈
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
「
愛
書
」
な
る
語
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
諸
設
が
曇
せ
ら
れ
、
意
見
の

一
致
を
見
な
か
っ
た
が
、
著
者
は
、
お
お
む
ね
蘇
林
・
顔
師
古
に
よ
っ
て
注
解

さ
れ
て
い
た
「
ロ
僻
に
か
え
る
書
」
と
い
う
義
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
見
解
は
秦
衡
の
出
土
に
よ
っ
て
一
層
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
と
あ
る

が
、
果
し
て
、
著
者
の
確
信
す
る
ご
と
く
、
す
べ
て
の
問
題
が
解
決
さ
れ
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
、
著
者
は
法
制
史
皐
舎
総
曾
(
一
九
七
七
年
四

月
三
日
〉
に
お
い
て
、
「
愛
書
」
を
H

事
件
調
書
u
と
紹
介
し
て
い
た
。
評
者

は
、
こ
れ
を
H

事
件
に
闘
す
る
調
書
類
u

と
理
解
し
(
現
行
法
で
は
事
件
調
書

な
る
用
語
は
存
在
し
な
い
〉
、
至
嘗
な
見
解
と
評
償
し
て
い
た
が
、
第
二
篇
第

一
一
軍
の
新
稿
で
は
、
本
一
軍
の
見
解
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
専
論
た
る

本
章
の
結
論
は
秦
側
出
土
後
も
い
さ
さ
か
も
獲
る
所
が
な
い
と
す
る
。
し
か

し
、
と
れ
を
H

口
僻
に
か
え
る
書
H

卸
ち
現
行
刑
事
訴
訟
法
の

H

供
述
録
取

書
u

に
限
定
す
る
こ
と
は
安
蛍
で
あ
ろ
う
か
。
秦
簡
・
封
診
式
を
精
査
す
る

レ
ι

封
守
郷
某
愛
書
:
以
某
豚
丞
某
書
、
封
有
鞠
者
某
里
士
伍
甲
家
室
、
妻
、

子
、
臣
妾
、
衣
器
、
畜
産
。
-
甲
室
、
人
:
一
字
二
内
、
各
有
戸
、
内
室

皆
瓦
釜
-
大
木
具
、
門
桑
十
木
。
-
妻
白
菜
、
亡
、
不
曾
封
。
-
子
大
女

子
某
、
未
有
夫
。
:
:
:

と
あ
る
如
く
、
現
行
法
の

H

検
詮
調
書
等
u

に
相
賞
す
る
記
事
も
包
含
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
同
「
盗
馬
」
に
も

盗
馬
委
書
。
市
南
街
亭
求
盗
在
某
里
目
甲
縛
詣
男
子
丙
、
及
馬
一
匹
、

雑
牝
右
剰
、
復
複
衣
、
島
裏
葬
縁
領
袖
、
及
履
、
告
目
、

H

丙
盗
此
馬
、

衣
、
今
日
見
亭
芳
、
而
捕
来
詣
H

と
あ
る
如
く
H

非
口
一
僻
H

の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
同
口
口
〈
二

一一

l
二
三
館
、
)
争
牛
、
群
盗
、
奪
首
、
口
口
〈
三
七

t
三
九
衡
)
、
告
臣
、
賊

死
、
経
死
、
穴
盗
、
出
子
、
毒
言
、
亡
自
出
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
以
上

の
ご
と
く
H

委
書
u

と
は
、
著
者
の
定
義
に
よ
る
H

口
僻
に
か
え
る
書
H

を
主

た
る
義
と
し
つ
つ
も
、
貸
は
、

捜
査
の
段
階
に
お
け
る
諸
調
書
類
を
も
包
含
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
前
近
代
の
粧
品
聞
で
は
H

自
白
は
謹
擦
の
王
H

で
あ
り
、
被

疑
者
に
よ
る
供
述
が
一
た
び
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
捜
査
側
に
と
っ
て
何
に

も
勝
る
誼
援
物
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
事
件
に
関
す
る
調
書
類

で
は
H

口
鮮
に
か
え
る
書
H

が
中
心
を
な
す
の
が
遁
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

H

口
一
僚
に
か
え
る
書
H

|

↓
H

委
書
H

の
園
式
は
成
り
立
ち
得
る
が
、

H

委
書
H

|
↓
H

口
鮮
に
か
え
る
書
H

と
す
る
こ
と
は
、
封
診
式
の
諸
例
に
よ
り
成
り
立

ち
得
な
い
こ
と
が
明
詮
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
関
係
を
数
式
に
比
ら
え
て
示

す
と
、
委
書
日
{
供
述
録
取
書
+
ハ
検
設
調
書
+
鑑
定
書
+
諸
記
録
)
}
と
な
ろ

う
。
そ
し
て
、
従
来
の
注
穆
家
に
よ
る
諸
説
の
中
に
お
い
て
は
、
著
者
が
殆
ん

ど
問
題
に
し
な
か
っ
た
劉
奉
世
の
「
蛍
時
の
獄
吏
の
書
鐙
が
越
高
の
作
っ
た
愛

歴
・
数
皐
・
隷
奮
を
用
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
俗
に
獄
吏
の
奮
を
委
書
と
呼
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
設
が
最
も
本
義
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

委
書
に
は
各
種
の
用
例
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
封
し
最
も
深
い
理
解
を
な
し
て
い

る
の
は
著
者
を
お
い
て
他
に
な
い
こ
と
も
事
貧
で
あ
る
。
今
後
、
こ
の
問
題
に

射
す
る
著
者
に
よ
る
専
論
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
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以
上
が
、
こ
の
大
筋
に
謝
す
る
紹
介
と
問
題
貼
の
大
要
で
あ
る
。
本
著
は
、

著
者
三
・
中
年
品
駄
に
わ
た
る
務
作
の
集
成
で
あ
る
。
本
著
の
上
梓
は
、
中
園
史
研

宛
者
ー
と
り
わ
け
秦
漢
時
代
を
研
究
劉
象
と
す
る
者
ー
に
封
し
て
大
い
な
る
一
繭

音
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
氏
に
は
、
既
述
の
ご
と
く
「
材
官
放
」
の
ご
と
き

本
著
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
名
篇
の
数
々
が
あ
る
。
今
後
世
に
問
わ
れ
る
で
あ

ろ
う
諸
論
考
と
併
せ
て
、
そ
れ
ら
も
一
書
の
内
に
ま
と
め
て
欲
し
い
も
の
で
あ

る。
終
り
に
評
者
の
批
評
が
雑
駁
で
怒
意
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
著
者
及

び
諸
家
に
針
し
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
た
い
。一
九
八
二
年
ニ
月
東
京
創
文
祉

A
五
版
七
三
人
頁

八
五

O
O園

517 

福
永
光
司
編

『
中
園
中
世
の
宗
教
と
文
化
』

蜂

匡

ヂE

夫

本
書
は
、
京
都
大
皐
人
文
科
象
研
究
所
に
お
け
る
、
一
九
七

O
年
か
ら
七
五

年
に
か
け
て
の
共
同
研
究
「
階
唐
の
思
想
と
祉
曾
」
の
研
究
成
果
を
土
蓋
と

し
、
そ
れ
を
七
九
年
か
ら
三
年
聞
の
共
同
研
究
「
陪
唐
時
代
の
道
教
と
傍
数
」

の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
補
っ
た
も
の
、
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
十
篇
の
論
文

の
内
容
は
、
冒
頭
の
一
篇
を
の
ぞ
い
て
す
べ
て
併
数
を
中
心
と
し
た
考
察
で
あ

り
、
か
な
ら
ず
し
も
研
究
班
の
名
穏
や
本
書
の
表
題
に
割
腹
し
た
も
の
で
は
な

い
。
ひ
き
つ
づ
き
刊
行
さ
れ
る
と
い
う
「
惰
唐
時
代
の
道
教
と
傍
数
」
の
研
究

報
告
を
あ
わ
せ
て
、
こ
の
表
題
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
が
具
備
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る。
右
の
よ
う
に
、
内
容
は
ほ
と
ん
ど
傍
敬
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る

併
数
拳
の
専
門
的
で
は
あ
る
が
狭
い
規
野
か
ら
の
研
究
で
は
な
く
、
歴
史
皐
や

文
皐
な
ど
を
も
ふ
ま
え
、
思
想
史
、
社
舎
史
、
文
化
史
な
ど
と
有
機
的
に
関
連

づ
け
よ
う
と
す
る
庚
い
腕
野
か
ら
の
考
察
で
あ
る
黙
に
特
色
が
あ
る
。
編
者
も

い
う
よ
う
に
、
こ
う
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
や
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

い
み
で
も
本
書
は
劃
期
的
な
意
義
を
も
っ
。
し
か
も
、
十
論
文
は
高
水
準
の
専

門
的
な
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
一
番
を
通
じ
て
の
均
質
の
書
評
は
-
評
者
に
は
到

底
な
し
が
た
い
。
本
書
の
活
用
は
、
個
々
の
研
究
者
が
そ
の
関
心
に
感
じ
て
批

創
刊
的
か
つ
十
分
に
本
書
と
と
り
く
む
と
こ
ろ
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
あ
る

べ
き
「
書
評
」
も
そ
の
ば
あ
い
に
ま
か
せ
て
、
こ
こ
で
は
ご
く
大
ま
か
な
意
見
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